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『次世代に伝え継ぐ　日本の家庭料理』

研究目的
日本調理科学会では、平成21 年・22 年度の特別研究として「行事食」についての調査研究を行いました。「行事食」についての特別研究を実施した背景には、農業人口の減少、輸入食品の増加、食の外部化、核家族化、飽食の時代となった現代、先人の知恵が凝集した食べ物、すなわち郷土の料理を家庭で作る機会が減り、伝統的な地域の料理が親から子へ伝承されない傾向にあることがあげられます。また、これらの伝統的な郷土料理は、風土に根差しているばかりでなく、生活に喜びを与え、家族や地域社会の絆を深めるとも考えられ、後世に残していく一助となればとの願いから特別研究を実施してきました。

　今回の研究は、伝統的な地域の料理が親から子へ伝承されにくい傾向にある現代に鑑み、聞き書き調査を通して、次世代に伝え継ぐ家庭料理を、その暮らしの背景とともに記録することにより、各地域の家庭料理の研究を深める基礎研究とするだけでなく、家庭、教育現場でも利用され、次世代へ伝え継ぐ資料ともなり得る意義ある研究とすることを目的とします。また、次の段階で本として出版できるような資料を得ることを目標にします。

各地域の家庭料理については、すでに数多くの書物が刊行されています。しかし、それぞれの料理に関わる暮らしの背景を加えた全国的な調査は、『日本の食生活全集』などにみられるものの、現代についての調査はほとんどみられません。全国各地域に残されている特徴ある料理について、聞き書き調査を通して地域の暮らしの背景とともに記録すること、また、その中から次世代に伝えるべき家庭料理を選択し、広く社会に公開することは、本学会にふさわしい特徴ある研究と考えられます。
調査の概要
地域に残されている特徴ある家庭料理を、聞き書き調査により地域の暮らしの背景とともに記録し、『次世代に伝え継ぐ日本の家庭料理　調査報告書』（仮題）としてまとめ、各地域の家庭料理研究の基礎資料、家庭、教育現場での資料、次世代へ伝え継ぐ資料などとして活用するために下記の調査を行う。また、調査報告の内容を検討し、後世に残すために出版することを目標とする。
1.日本の家庭料理の定義は、各地域の自然環境の中から育まれた食材を中心とした日常食または行事食などで、1960～1970（昭和35～45）年頃までに定着してきた地域の郷土料理とする。
2.各地域の食事、料理に関する先行研究・資料などについての書誌情報を収集し、都道府県ごとにリストを作成する。先行研究・資料により、聞き書き調査地域の選定、対象者への協力依頼および聞き書き調査の準備を行う。
3.聞き書き調査は、各地域で育んできた料理とその背景を知るために実施し、その結果から、次世代に伝え継ぐ日本の家庭料理を選択する。
4.研究組織は、日本調理科学会員に参加を呼びかける。
